
橋
本
左
内
命

当
社
に
は
福
丼
が
生
ん
だ
秀
オ
と
称
さ
薇
る
、

橋
本
左
内
先
生
の
御
神
霊
も
お
よ

つ
り
さ
薇
て

い
ま
す
。

先
生
は
十
二
オ
に
し
て

『
啓
発
録
』
を
記
さ
薇

た
化
、
鎖
国
政
策

の
中
に
あ

っ
て
世
界
に
近
じ

る
哉
見
高

い
持
論
を
展
開
さ
薇
た
方
で
あ
り
ま

す
。

凸
郷
占

州

（隆
盛
）
に
も
、
で
も
の
よ
う
な

几
誡

の
高

い
人
物

に
は
出
会

っ
た

こ
と
が
な

い
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の
秀
オ

で
あ
り
ま
し

たた
。

肖
像
画

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵

英
霊
が
遺
さ
薇
た
竜
品
を
及
示
保
管

し
て
い
る
遺
品

信
で
す
。

明
治
維
新
か
ら
え
束
工
戦
争

に
二
る
ま
で
の
、
歴
史

の
流
ね
を
た
ど
う
な
が
ら
激
動

の
時
代
に
触
ね
る
こ

と
が
出
来
る
施
設
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

晨
示
品
の
中
に
は
、
英
霊

の
立
染
め
の
チ

ョ
ッ
キ
や
、

被
弾
し
た
跡
の
あ
る

ヘ
ル
メ

ッ
ト
な
ど
も
あ
り
、
戦

争

の
壮
絶
さ
を
伺

い
郷
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

海軍中佐 柳澤八郎命

福
丼
黒
護
国
構
雄

厄
除

・
合
格

必
勝

・
家
内
安
全

・
初
官
詣

・

七
五
二
詣

・
商
売
繁
盛

・
姜
産

・
病
気
手
癒
な

ど
各
種
ご
祈
祷
祭
を
受
付
て
お
り
ま
す
。

ま
た
出
張
茶
典
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ご
祈
特
祭
受
付

午
後
九
時
～

四
時

二
十
分
ま
で

参
拝

の
し
お
り

「狛大」

護国イヤ社の建上オカの中で、唯一福

丼大震実にも倒薇ることのなかっ

た狛えです.
「不花不凰 護 FSlの 英霊のせ根の
強さを表している狛人です

・ JRi褐 十収 ようタクシー f l lllで 7今
。わ車をごオJり1の場合、」L畦 自動車:これ丼JLイ ンターから約1

00000000
福井県護国神社

〒9100016福 井市大宮2-13-8
TEL 0776-22-5872 FAX 0776-22-2035

fukuigokoku.jp

交

通

の
ご

案

内

分イ量

県 立 博 物 館

早川 皮 膚'科

護 国神社



現
在

の
平
和
に
感
謝

将
来

の
平
和
に
祈
り
の
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崇
敬
会
会
員
夫
祭

勧
学
祭

祭
事
行
事

行
幸
啓

並

昭
ゎ
３７
年

４
月
２２

日

昭
一
４３
年

９
月
４

日

昭
奮
４．
年

６
月
２

日

茂
旦
祭

・
献
餅
料
本
納
者
本
告
祭

え
日
祭

飾
介
祭

定
国
記
念

の
日
本
れ
祭

春
季
例
祭
前
日
祭

春
季
例
祭

ふ
く

い
泣
き
相
撲

一、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

み
た
ま
祭

み
た
ま
祭
開
始
本
春
祭

提
灯
清
祓

英
霊
感
謝
た
祭

祖
霊
殿
　
例
祭

み
た
よ
送
祭

秋
季
例
祭
前
日
祭

秋
季
例
祭
併
せ
新
穀
感
謝
夫
祭

別
殿
公
安
霊
社
慰
霊
祭

永
代
御
儀
詩
た
祭

人
長
茶

夫
祓
式

除
夜
茶

阜
族
御
奉
拝
の
記
録

え
皇

皇

后

両
陛

下

行

辛

啓

皇
太
子
両
殿
下
御
参
拝（今
上
陛
下
）

帝
陸
官
両
段
下
御
参
拝

御
由
緒

当
沖
社
の
創
走
は
、
長
く
も
明
治
人
立

の
思
召
に
よ
る
御
趣
旨
に
従

い
、
回
難
に
殉
し
ら
れ

た
方
々
の
霊
札
を
永
久
に
祀

っ
て
兵

の
冥
福
を
折
り
、
感
謝
を
捧
げ
る
た
め
、
昭
わ
十

四
年

の
内
務
省

の
護
国
神
社
制
度
に
従

い
、
昭
わ
十
六
年

二
月
社
殿
を
定
立
し
た
こ
と
に
よ
る
。

終
戦
後
、
昭
わ

二
十

一
年

二
月

二
十

一
日
の
や
道
指
今
に
よ
り
、
宗
教
法
人
神
社
本
庁

の
所

属
と
な
り
、
同
年
十
月

二
十
日
に
は
神
社
毛
を

「
福
丼
御
霊
官
」
と
政
称
す
る
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
名
福
丼
御
霊
官
」

に
及
称
す
る
と
同
時

に
、
別
段
に
殉
城
者

の
霊
札
を
も
本
斉
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
）
現
在

の

「
福
丼
県
護
回
沖
社
」
と
復
称
さ
れ
た
の
は
昭
わ

二
十
六
年

の

事
で
あ
る
。

昭
お

二
十
二
年
六
月

二
十
八
日
の
福
丼
地
方

の
大
地
震
と
翌
月

二
十
五
日
の
木

ｆ́
有

の
人
洪

水
の
薇
字

の
た
め
、
神
段
を
始
め
諸
建
物
全
部
倒
来
流
夫
、
境
内
崩
来
、
地
下
水
噴
出
と
、
神
具
・

調
度
装
飾
品
年

の
浸
水
惨
惟
た
る
も

の
で
殆
ど
全
成
に
等
し
き
も
の
で
あ

っ
た
が
、
直
ち
に

復
旧
の
本
奇
事
業
を
共
し
、
遺
族
及
有
志

の
歌
資
に
よ
り
、
昭
和

二
十
六
年

四
月
乳
神
段
と

御
式
殿
を
再
定
し
た
。

昭
和
三
十
年
十
月
に
は
、
福
丼
県
護
回
神
社
本
奇
会
を
設
立
し
拝
殿
及
其
段
の
建
設
事
業
を

竣
工
。
昭
和
二
十
六
年
七
月

一
日
に
は
、
神
社
本
庁
ょ
う
別
表
神
社
に
カロ
列
さ
れ
た
。

昭
わ

四
十
二
年

入
月
十
五
日
に
は
、
御
美
霊
の
御
造
品
を
晨
示
保
管
す
る

『
秀
芳
億
』
が
竣

工
．

続

い
て
昭
わ

四
十
七
年
六
月

四
日
御
鎮
座

二
十
周
年
夫
祭
記
念
事
業
と
し
て
未
復
共
で
あ

っ

た
人
鳥
居
。
工
垣
の
定
造
を
行

い
、
口疋
を
も

っ
て
震
災

の
復
共
は
全
部
完
了
す
る
こ
と
と
な
る
．

御
鎮
座
と
終
戦

の
各
周
年
事
業
を
経
て
、
千
茂

四
年

四
月
に
は
御
鎮
座

二
十
周
年
夫
祭
を
盛

人
に
希
行
し
、
社
段
御
屋
根
の
革
春

ｏ
一
え
鳥
場
の
成
果
を
行

い
、
千
成
十

四
年
十

一
月

ニ

日
に
は
御
鎮
座
六
十
周
年
夫
祭
を
斎
行
し
、
記
念
事
業
と
し
て
、
神
社
会
館
。
社
務
所
の
新
条
・

境
内
地
の
整
備
手
を
行

っ
た
。

御
祭
神

御

ネ

殷

御
瑛
壼

二

一
、
ん
ん

一
仁

明
治
律
新
前
後
よ
う
人
東
重
夫
戦
に
生

る
ま
で
の
回
難
に
お
い
て
戦
死
傷
癌
者
、

殉
難
、
殉
我
さ
れ
た
方
で
、
靖
回
神
社

に
本
希
せ
ら
歿
た
る
猫
丼
県
出
身
者

劇
　
裁

（↑
妥
奮
む

殉
職
公
務
員
２

察̈
千
）
　

　

ニ

満
州
問
お
回
戦
災
死
亡
者
　
一
、
一́

自
衛
隊
殉
裁
者

幣
島
群
御
下
賜

昭
一
３５
年
Ｈ
月
１
日

昭
■
４。
年
Ｈ
月
３
日

昭
ゎ
４３
年
・０
月
１
日

昭
ゎ
５。
年
Ｈ
月
４
ロ

昭
ゎ
６。
年
８
月
１４
曰

■
成
３
年
・０
月
１４
日

■
成
７
午
８
月
１５
日

千
戌
・７
年
８
月
１５
日

千
戌
２‐
年
６
月
７
日

合
祀
概
冬
了
奉
各
臨
時
え
祭

終
戦

二
十
周
年

福
丼
県
下
行
十
啓

終
戦

二
十
周
年

終
戦

四
十
月
キ

福
井
県
下
行
十
啓

終
戦
二
十
周
年

箸
戦
六
十
周
年

福
丼
祟
下
行
十
啓


